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福井県産Hoplothrips属3種の記録
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Note on Hoplothrips（Thysanoptera, Phalaeothripidae）from Fukui Prefecture
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1．はじめに

　アザミウマは体長0.8～7mm程度の昆虫で，花・葉・
茎・根などの植物組織上，森林などの堆葉層，枯葉・
枯枝など枯死した植物上などに棲息する．現在日本に
4科410種以上が知られているが（塘，2011），これま
で福井県では僅かに3種が知られているのみであった

（岸本・佐々治，1998）．柴田（2015）では福井県産オ
オアザミウマ亜科（Idolothripnae）に属する7種を報
告したが，福井県におけるHoplothrips属のアザミウマ
の分布状況は未知である．本報ではこれらについて調
査を行い知見を得たので報告する．
　Hoplothrips属（アザミウマ目クダアザミウマ科）は
枯れ枝や樹皮下に生息する菌糸食のアザミウマで，日
本に17種が分布している（桝本，2016）．Hoplothrips

属は多くの種で複雑な多型（長翅・短翅・無翅）があ
ることが特徴である（Okajima，2006）．外国の種で
は，この多型現象は闘争・繁殖能力と移動分散能力の
トレードオフに起因していることが示唆されており，
生態学的に興味深いグループである（Crespi，1986，
1988a，1988b）．
　同定に際しては雌雄それぞれに特有の形質（例えば
雄の腹部第8節の腺域や雌の触角の形態など）が重要
になっていることがあるため，雌雄両方を検討する必
要がある．また，同種であっても翅型によって著しく
形態が異なるため，全ての型を検討するのが理想的で
ある．
　本報では現在までに著者が福井県内で採集した
Hoplothrips属3種について報告する．

2．方法

　採集はビーティング法（枯れ枝の表面に生息する種
を採集する場合）及びルッキング法（樹皮下に生息す
る種を採集する場合）で行った．得られたアザミウ
マは永久プレパラート標本とし，光学顕微鏡を用い
て同定した．標本作成方法と同定は基本的にOkajima

（2006）に従った（永久プレパラート標本用の封入剤

にカナダバルサムではなくソフトマウント 和光®を
使用した点のみ異なる）．標本は著者が保管している．

3．結果

　現在までに，県域からHoplothrips属に属する3種の
アザミウマを得た．各種の国外・国内，福井県内の分
布情報とともに採集地・棲息場所及び翅型を示す．ま
た，和名のあるものには和名を付した．

Hoplothrips flavafemora Okajima
福井市羽坂町：1♂（短翅型）, 2♀（短翅型）, 21.Ⅳ.2012.
分布：本州・小笠原（父島・母島）・四国・宮古（宮古島）・
八重山（石垣島）
　枯れ枝（ブナ科の落葉広葉樹と思われる）のビーテ
ィングにより得られた．

Hoplothrips fungi Okajima
坂井市三国町雄島：1♂（短翅型）, 1♀（長翅型）, 16.Ⅵ.2011.
敦賀市中池見：4♀（長翅型1，短翅型3），15.Ⅵ.2013.
あわら市刈安山：1♀（短翅型），26.Ⅶ.2015.
分布：北海道・本州・四国；旧北区
　枯れ枝のビーティングにより得られた．

クチキクダアザミウマ　Hoplothrips japonicus Okajima
坂井市三国町雄島：1♂（短翅型），16.Ⅵ.2011.
南越前町広野：3♂（短翅型）, 1♀（短翅型）, 28.Ⅶ.2011.
敦賀市山：1♂（短翅型）, 4♀（短翅型）, 18.Ⅷ.2011.
分布：本州・四国・九州；ハワイ・北米
　坂井市三国町雄島，敦賀市山では枯れ枝（シイ・カ
シ類と思われる）のビーティングにより得られた．南
越前町広野では枯れ木の樹皮下から得られた．大型の
多孔菌からの報告例がある種だが，福井県内では枯れ
枝・枯れ木から採集された．
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4．終わりに

　本報では3種のHoplothrips属を報告した．Hoplothrips

属は本州から15種もの記録があり（桝本，2016），調査
を継続すれば福井県産の記録種数は増えるであろう．
　菌食性クダアザミウマ科の翅型多型は，一般に種内
においては餌資源の状況により決定され，餌の状態の
悪化する夏季は長翅型が増えると考えられている（中
尾，2004）．今回，夏季に採集された個体でもほとんど
が短翅型であったが，餌資源との因果関係は不明であ
る．
　Hoplothrips属の翅型が，季節・菌類及びその他の要
因とどのような関係があるのか，機会があれば検討し
てみたい．
　追記として，あわら市刈安山と福井市兎越山からそ
れぞれ1♂ずつ，記載されている17種と特徴の一致しな
い個体が採集されている．これらの所属は今のところ
不明である．
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Note on Hoplothrips (Thysanoptera , Phalaeothripidae) 
from Fukui-Prefecture

Abstract
Three  spec i e s  o f  H o p l o t h r i p s  （Thysanoptera，
Phalaeothripidae）from Fukui-Prefecture，Central Japan，
are listed.




